
「第５回鯱城会１６区フェスティバル」 

                

11 月 17 日（木曜日）、令和 4年度第 5回

鯱城会 16 区フェスティバルは「鯱城会会

員が一堂に集い、会員相互の親睦と楽しく

体を動かして健康の維持・増進を図る」を

大会主旨として、東スポーツセンターで開

催されました。コロナ禍のため一昨年と昨

年は中止となり、3 年ぶりの開催となりま

したが、コロナの影響のため、マスクの着

用、手指の消毒等基本的対策を取りながらの

開催となりました。実施種目も参加者間の距

離を確保し、密にならない競技を実行委員会

の皆さんが検討し、競技内容を見直して開催

することができました。各区鯱城会から総計

約 430 名の会員が集まり、４種目の競技に熱

戦を繰り広げました。 

本大会では、加藤実行委員長の開会宣言、

鯱城会細野会長挨拶、大谷鯱城会顧問の激励の言葉の後、

奥村港鯱城会会長の選手宣誓で競技が開始されました。

午前中の 2 種目は「負けるが勝ちジャンケンポン」と

「カニサン横歩きボール運び」、午後の 2 種目は「輪投

げ」と「玉入れ」で、各競技とも実行委員競技責任者の

リードにより、スムーズに進行されました。大会の最後

は、民謡クラブ有志による盆踊りを参加者全員で踊り、和気あいあいの雰囲気で楽し

むことができました。閉会式は、安藤副実行委員長の成績発表後、加藤実行委員長の

閉会宣言があり、大会はお開きとなりました。終了後は、全員でごみ拾いを実施し、

次回での再会を約束しつつ解散となりました。 

今回の大会は、密を避ける必要があるため、競技内容

の制限を受けざるを得ませんでしたし、開会式や閉会式

も参加者全員が競技場に集合することはできない制約

のある大会となりました。次回の大会は、ぜひ制限のな

い大会となることを願うものです。 

輪投げ         玉入れ           盆踊り 


